
淀川水系河川整備計画原案についての
補足説明資料

平成20年4月9日

近畿地方整備局

河川管理者提供資料











4



ダムの効果について

○ダムは、ダム直下流から河口までの非常に長い区間にわたって水位を低下させ

る。（Ｐ６～７）

○ダムは、洪水規模がかなり大きくなってもある程度までは効果を発揮する。

（Ｐ８～９）

○ダムは、降雨パターンが様々変化しても効果を発揮する。（Ｐ１０～１１）

○計画規模の洪水に対する淀川本川での大戸川ダムの効果である１７ｃｍの水位

低減効果は決して少ないものではない。

・淀川水系河川整備基本方針においては枚方地点の基本高水ピーク流量をダム

等により5000m3/s調節することとしている。この内、大戸川ダムで400m3/s、

川上ダムで400m3/sの流量調節を行うこととしており、大戸川ダム、川上ダ

ムの効果は決して少なくない。

○淀川水系全体で大量の洪水を貯留することができる。

・淀川の現行７ダムにおける洪水調節容量の合計は約１億１０００万ｍ３。こ

れは淀川における計画規模の降雨による総流出量およそ７億ｍ３の約１６％

に相当する。さらに大戸川ダム、川上ダムを整備すれば洪水調節容量の合計

は約１億４０００万ｍ３となり総流出量の約２０％を貯留することができる

ようになる。

・この淀川９ダムの洪水調節容量の合計１億４０００万ｍ３は淀川本川左岸の

氾濫域（約２４０ｋｍ2）において約６０ｃｍ分の浸水深に相当する。
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大戸川ダム無しの場合の枚方流量－大戸川ダム有りの場合の枚方流量

ダムは洪水規模が大きくなってもある程度までは効果を発揮する

大戸川ダムが効果を発揮

計画規模
(m3/s)

※昭和47年台風20号型

大戸川ダムは、計画規模（昭和４７年台風２０号型）の１．６倍程度（発生確率は約1/5000）まで
淀川本川（枚方地点）に対する流量低減効果を発揮する
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川上ダム無しの場合の枚方流量－大戸川ダム有りの場合の枚方流量

ダムは洪水規模が大きくなってもある程度までは効果を発揮する
川上ダムは、計画規模（昭和４７年台風２０号型）の１．６倍程度（発生確率は約1/5000）まで淀
川本川（枚方地点）に対する流量低減効果を発揮する

川上ダムが効果を発揮

計画規模
(m3/s)

※昭和47年台風20号型

9











琵琶湖が－１．５ｍ以下になれば大きな影響が発生

琵琶湖が利用低水位（-1.5m）を下回ると、下流河川では極めて厳しい事態が発生
・水利用は人道上必要な最小限の取水、維持流量は生態系維持上必要な最小限の供給

自然の湖である琵琶湖においては水位低下の抑制が環境保全上極めて重要
・Ｈ６年渇水時（-1.23m）琵琶湖の湖面積の１％が干陸化、貝類が死亡、その後の沈水植物の

増加

申し合わせ事項

1．開発水量は水利権量毎秒40立方メートルとする。
2．利用低水位は－1.5メートルとする。
3．非常渇水時における操作については、関係府県知事の意見
を徴し、建設大臣がこれを決定する。

昭和47年3月27日
政調会長 小 坂 善太郎
建設大臣 西 村 英 一
大蔵大臣 水 田 三喜男
経済企画庁長官 木 村 俊 夫
自治大臣 渡 海 元三郎
大阪府知事 黒 田 了 一
兵庫県知事 坂 井 時 忠
滋賀県知事 野 崎 欣一郎 Ｈ６渇水時の湖岸の状況（H6.8.30 琵琶湖水位 -1.03m)

湖岸堤琵琶湖
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